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①あわてないで１１９番
「火事です」または「救急です」

②場所を伝える
○○市○○区○○町○丁目○番○号

③状態を伝える
「○○が燃えています」や「○○がどうした」

④氏名・電話番号を伝える
「私は○○です。電話は○○○○-○○○○です」

被災後に
二次災害を防ぐために
被災した建物の応急危険度判定が行われ、３段階のス
テッカーが貼られます。
家財道具を取りに戻ったりする際には、判定に従い注
意しましょう。
ただし、この判定は住宅の被害認定とは一致しません。
●調査済（緑）　被災程度が小さく、使用可能。
●要注意（黄）　十分に注意すれば立ち入ることは可能。
●危 険 （赤）　専門家に相談して応急措置をしない限
　　　　　　　　り、立ち入ることは危険。

各種支援策を受けるために
区役所では、自然災害による被害に対する「罹災証明
書」及び「被災証明書」を発行します。
自然災害に限らず火災により建物に被害を受けた場合
は、消防署において「り災証明書」を発行します。

被災証明書とは、自然災害によって不動産、動産など
が被害を受けた場合に事実を証明するもので、写真ま
たは現地調査により市職員等がその事実を現認します。

全国から駆け付ける
災害ボランティア

大規模な災害が発生した場合、被災者を支援するた
めに全国から多くのボランティアが駆けつけます。
ボランティアを受け付ける災害ボランティアセン
ターは、区ごとに区民センターなどに開設され、
支援を必要とする被災者との調整などを行います。
支援内容や相談方法は開設後すぐに広報されます
ので、支援が必要な場合もしくはボランティア活
動に参加したい場合は災害ボランティアセンター
に相談しましょう。

＜災害ボランティアの活動例＞
被災者への炊き出し
救援物資の仕分け・配布・運搬
家屋の片付けや清掃
避難所や仮設住宅での生活者への支援
高齢者や子どもの話し相手　など

被災した直後は混乱し、これからの生活に不安を抱
えることでしょう。そこにボランティアが駆け付け、
精神的にも大きな支えになります。自立心を忘れず、
少しでも早く元の生活にもどれるようボランティア
と力を合わせてがんばりましょう。

全国から駆け付ける
災害ボランティア

がれきの処理
全壊・半壊の家屋については市が解体の決定をする場
合があります。自分で解体する場合などは、がれき処
理に関する市からのお知らせに注意してください。

市税等の減免
災害により納税が困難な場合には、申請に基づき市税
等が減免される場合があります。

お金をおろしたいとき
自動現金払出機が使用できなくなったり、家屋が損壊
し通帳や印鑑が取り出せなくなることもあります。
非常持ち出し袋に通帳のコピーや身分を証明できるも
のを入れておきましょう。

罹災証明書（区役所発行）

自然災害（火災を除く）の場合 地震による火災の場合
①全　　　壊 ④半　　　壊 ①全　焼
②大規模半壊 ⑤準　半　壊 ②半　焼

③中規模半壊 ⑥準半壊に至らない
（一部損壊）

③部分焼
④その他

り災証明書（消防署発行）

●
●
●
●
●

大量の支援物資を仕分けするボランティアたち（阪神・淡路大震災）

消火する

通報手順

● 大声で周囲に知らせる。ひとりで行動しないで、できるだけ多くの人に協力してもらう。
● 安全なところから落ち着いて119番通報する。

通報するときは、落ち着いて、火災やけが・病人の状況

などをできるだけ詳しく伝えてください。

走行中の自動車から携帯電話で通報する場合は、必ず安

全な場所に停車してから通報してください。

災害発生場所の所在地が分からない場合は、大きな建物、

公共の施設、交差点の名称、コンビニエンスストアの名称、

または自動販売機に貼ってある住所表示を確認して下さい。

携帯電話からの通報の場合、消防から問い合わせをする場

合がありますので電源を切らないでください。

記載する必要事項

【ファックス】
【ＮＥＴ119】

FAX番号：119（無料）または06-6538-0119（有料）
事前登録必要、通信料金利用者負担

市内からの電話による１１９番通報

が困難な場合には、ファックスやＮ

ＥＴ１１９による通報を受け付けて

います。

○ 火事か救急か
○ 発生場所（住所）
○ 現在の状況（何が燃えている、けがや病気の状態など）
○ 通報した方のお名前

※受信後、返信しますので、確認してください。
　なお、返信が届かない場合は番号を確認後、再度送信して下さい。

※ｅメール119（電子メール）による通報は令和２年３月31日をもって終了しました。

フ ァ ッ ク ス 用 紙 や N E T 1 1 9 登 録 方 法 は
大阪市消防局のホームページをご覧下さい。

※救急車を呼ぶ場合はできるだけ患者の年齢、性別を付け加えて下さい。

１１９番通報のしかた

ファックス、NET119による通報

■

■

■

■

避難する
火災を大きくしないためには、素早く消火することがたいせつです。
万一のため消火器や水バケツなどを備えておき、いつでも使えるところに置いておきましょう。

●避難するときは、大きな声で
まわりに知らせる。

●煙があるときは、姿勢を低く
して避難する。

●二方向避難を常に考えてお
く。

●エレベーターは使わない。
●いったん避難したらドアを閉
め、絶対に戻らない。

悪質犯罪に遭わないために !!

https://www.city.osaka.lg.jp/shobo/page/0000003902.html

消火器の使い方 てんぷら油火災の消火
●絶対に水をかけないでください。
●鍋の大きさにあったふたを手前から
　滑らせてふたをして消す。
●水で濡らして固く絞った大き目のタオル

等で覆い消す。
●消したあとすぐに「ガス栓」を閉める。
●消火器で消火する。
※消火時、油の飛散に注意してください。

●消火器を火元の近くまで持って
いく。

●安全ピンを引き抜く。
●ホース・ノズルを火元に向ける。（燃
えているものを確かめる）

●レバーを強く握る。（噴射）
※サビや傷、へこみなどのある消火器を
使用しないでください。

SNSによるデマ情報に注意！
大阪北部地震の際、XなどのSNS上に、事実と異なる
デマ情報が拡散
◆京セラドーム大阪の屋根に亀裂が入った
◆シマウマが脱走した
対応方法
◆情報の発信元には注意し、信頼できる情報かどうか
　十分に確認する
◆未確認の情報をむやみに拡散しない

大規模な災害が起きると、いろいろな犯罪も起こる可能
性があります。特に、避難所に避難している間に家が荒
らされるなど被害が過去の災害でも報告されています。
戸締りをしっかりし見回りをするなど、自分たちの家を
地域で守りましょう。

ボランティアを装った
犯罪も過去の災害で見
られました。ボラン
ティアにお手伝いを依
頼する場合は、災害ボ
ランティアセンターを
通じて行いましょう。

パトロール
に出発
します！！

通報する

第 6章
　いざという時のために
●火事が起きたり救急車が必要になったら


